 テーマ・　君は日本の高度経済成長政策に賛成か反対か？

  日本の経済成長と、世界経済・環境とのかかわりを考えよう！



○考えて欲しい事（テーマの説明）
 　１９５０年代の終わりから１９７０年代の半ばまでの約２０年間、日本は年率１０

 ％以上という驚異的な経済成長をとげた。その結果、年間の生産額では、世界の約２

 ０％をしめ、アメリカ合衆国とならんで、世界第一位をしめる国となり、輸出額では

 世界第一位の工業国となった。

 　それとともに、国民生活は、第２次世界大戦前とは比較にならないほど豊かになっ

 た。大量の輸入農産物を初めとした、あふれるほどの食料。テレビ・車に代表される

 耐久消費財は一家に一台どころか、２台・３台と、各家庭に溢れた。そして、戦前で

 は夢と言われた、一戸建ての住宅まで手に入るようになったのである。

 　このような状況はけして偶然のものではなく、政府の意図的な政策によって達成さ

 れたものであった。名付けて「高度経済成長政策」。

 　・政府は産業の発展のために大量の税金を投入し、道路・港湾・空港・工業団地な

 　　どを次々と建設した。

 　・新しい工業団地に進出した企業には税金の特例措置をもうけ税を軽減した。

 さらに、政府がこの政策を行えた背景には、戦後の民主化政策があった。

 　・平和憲法のもと、軍隊に多額の税金を使う必要がなかったこと。

 　・農地解放により、貧しい農民がなくなったこと。

 　・労働者の権利が確立されたことで、労働者の生活が安定したこと。

 　このような条件のもとで、国内には大量の良質な労働力があり、国内での消費も盛

 んになり、企業が発展する条件は整っていた。

 　しかし、高度経済成長は、良い面ばかりではなかった。日本国内・世界に新たな深

 刻な問題を引き起こしたのであった。

 　・人口の過度の都市への集中の結果、都市の過密・農村の過疎の問題がおきた。

 　・各地に公害と自然破壊をもたらした。

 　・洪水のような輸出は外国の産業を衰えさせ、深刻な経済摩擦をひきおこした。

 　・日本企業の海外進出は公害と自然破壊を世界に輸出した。

 　君たちは、この高度経済成長の結果として生まれた豊かな日本に生まれ成長してき

 た。その良い面も悪い面も、君たちは同時にその結果をひきうけなければならない。

 　今後の日本の世界のあり方を考える時、２０年間にわたる高度経済成長政策の良し

 悪しを、結果もふまえて考えてみよう。


○意見書のつくり方
　　・「賛成」「反対」の理由と、対立する意見にたいする自分たちの考えをまとめる。

　　・「賛成」「反対」の根拠となる事実・資料をあつめて整理する。

○討論の方法
・準備
作戦タイム
相手のグループの意見書をよく読み、その弱い所や間違ってい






　　　る所をみつけ、反論を準備しておく。

・討論
「討論ゲーム」でおこなう。（１班ずつ対戦する）




○今後の予定
 テーマを考えるための資料提示


 　３　時間



 自分の意見をまとめ班をつくる


 　１　時間



 資料の収集と整理


 　３　時間


 （図書室にて）



 意見書の作成


 　１　時間



 作戦タイム


 　１　時間



 討論


 　１　時間



 まとめの学習


 　１　時間


 計１１時間



